
第Ⅵ章 分析と考察

1.鹿角市内発見の後期住居跡の特徴につし1て

(1)鹿角市内で確認された住居を中心に

鹿角市内では、 これまでに70ヶ所余りの遺跡が発掘調査されている。このうち縄文時代の竪

穴住居跡が確認された遺跡は29遺跡で、総数268軒に及んでいる。

第 4表～第 13表は、 これまでに確認された住居跡観察一覧で、市内で最も古いものは縄文前

期の清水向遺跡 (八幡平字玉内)である。中期にはいると住居の確認例は飛躍的に増加する。

市内の遺跡で集落の全容を知ることができるものとしては、県内でも最大規模を誇る天戸森遺

跡があるが、残念ながらこれ以外に集落 (ム ラ)全体の様子や住居形態 。規模等をうかがいし

ることのできる遺跡は極めて少ない。

大湯環状列石の発掘調査も本年度で第20次調査を終え、少しづつであるが住居跡が検出され、

これまでに15軒が確認されている。それらの構築時期は万座 。野中堂環状列石それに後続する

環状配石遺構群の構築時期である後期初頭～中葉に位置付けられるものであるが、断片的でそ

の全容すらはっきりとしていない。

この項では、市内で確認された後期遺跡・住居跡を中心に概観し、それぞれの特徴を摘出し、

後期集落、住居跡の解明の一助としたい。

12)市内の後期住居の立地、形態と規模

ア :立地

赤坂B遺跡 : 鹿角市花輪字福士に所在する。縄文時代の住居跡 6軒 (後期前葉 3軒、晩期 1

軒、時期不明 2軒)のほか土坑1 フラスコ状土坑等が確認された。後期集落は福

士川を見下ろす 「馬の背状」の段丘南側の縁辺部に位置する。遺跡の東側は奥羽

山脈を背景にするが、西側は鹿角盆地に向け開口し眺望も良く、生活環境として

は最良の地といえる。

赤坂A遺跡 : 赤坂 B遺跡と同じ段丘に所在し、同遺跡から福士川を400m程遡った南向の斜

面に位置する。縄文時代後期中葉の住居跡 5軒、不明 1軒、 フラスコ状土坑、土

坑等が確認されている。立地的には赤坂 B遺跡と同じ条件下にあり、生活環境と

しては最良の地といえる。

大湯環状列石 Fl区 : 万座環状列石の北北西側の台地縁辺部に位置する。縄文時代後期前葉

の住居跡 4軒、土坑、 フラスコ状土坑が確認されている。同地区の西側斜面には

湧水があり、生活環境としては最良の地といえる。

D9区 : Fl区とは小さな沢を挟んだ南側に立地する。住居跡 (後期前葉 7軒、
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平 面 形

住居構築時期

円形 (略円形) 楕円形 その他

不明

中期末葉から初頭 30. 112. 113. 114 1

後期初頭 10. 26

後期前葉 80. 81. 83. 98. 99
101. 103. 104. 105, 110. 111

97. 100. 106. 107. 109

後期中葉 85. 90. 102 87. 88. 89

後期後葉 24. 25

後期末葉 4 22

後期末葉～晩期 8 63

後期初頭から末葉 61 64.

データ検体数 :37軒

第14表 住居平面形態の分類

中葉 1軒、不明 1軒 )、 フラスコ状土坑等が確認されている。本年度の調査によっ

て後期前葉の住居が 2軒追加された。

中小坂遺跡 : 鹿角郡小坂町中小坂に所在する。調査の結果縄文後期後半の住居跡 3棟、配石

遺構、土坑が確認された。住居は小坂川の支流である苗代沢川の谷間に形成され

た東西に長く、南側を向く段丘で、前後に山地地形が迫っており、 日照条件は決

して良好と言えない。

イ :平 面 形

第14表は、鹿角市内で確認された縄文時代中期末葉から後期末葉の住居跡37軒 (各報告書で

構築時期を明示しているもの)に対して平面形態を分類したものである。

この表からは、中期後半まで住居平面形態が楕円形を基調として推移してきたものが、 円形

へ移行していくかのように看取される。しかし、天戸森遺跡をみても中期末葉まで楕円形 。円

形が共存している傾向があることから、一概に楕円形から円形へという移行は成り立たず、共

存という過程をたどると言ったほうがよい。中期と後期の住居の相違点として、①柱配置,②

長軸 (主軸)方向の 2点の違いが挙げられる。

①柱穴配置 : 中期の円形・楕円形住居とも長軸 (主軸)方向に対して、 2～ 5対の対称的

な柱配置を示す。しかし後期初頭～前葉の住居の場合、円形のものは対の4本

または住居外を一巡するものがみられるが柱配置を特定できないものがある。
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一方楕円形のものは床面の壁際に沿うといつた特徴を持っている。

さらに、中葉になると住居ほぼ中央に設けられた炉を囲むように方形配置の

主柱と床面壁際 (壁から離れる場合もある)に設けられた壁柱が特徴となる。

②長軸方向 : 後期中葉の楕円形住居を例にとると出入口と炉を結んだラインは短軸線上に

乗つてくると言う特徴を持つ。

ウ :規模・面積

第73図ア～イは=規模 (長軸と短軸の座標 :長軸座標 :面積)をあらわしたものである。

ア図・イ図からは直径 4mを境として 2つのグループに区分される。グループ aには中期末

葉から後期前葉の大方のものが含まれ、平面形は円形を基調とし、規模が小型のものである。

一方、後期中葉には、直径4.5mを測る中型のものや、L88のように大型と呼んで良いものが

出現し、平面形態は楕円形を基調とする。

第73図ウは、面積分布を示したもので、ア・イ図と同じようにNo88が突出するが 14ゴを境に

2つのグループに区分される。クループ aには中期末葉から後期前葉のもの、グループ bには

後期中葉のものが分布している。

工 :炉の形態と位置

第 15表は、各時期の炉の形態別を表化したものである。天戸森遺跡の例から中期末葉まで複
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形態

時期

地床炉 石 囲 炉 土 器
埋 設
石囲炉

複式

炉

石囲炉

円 形 楕円形 方 形 コ字

中期末葉～初頭 1 30

後期初頭 10. 26.

後期前葉 ９ ９

・０１

・０４

・０６

・・０

８

００

０３

０５

０７

■

９

１

１

１

１

１

80. 81
83. 97
102. 112

113. 114

後期中葉 85. 88

89. 90

109

87.

後期後葉 24. 25。

後期末葉 4. 22.

後期末葉～晩期 63. 8

後期初頭～末葉 64 61

データ検体数 :37軒

第15表 炉の種類分類

式炉、石囲炉、地床炉が共存することが調査によって判明している。

複式炉は後期初頭の居熊井遺跡の事例を最後に消滅し、地床炉も減少する傾向を示す。

後期初頭に至ると石囲炉が主流となり、その形態は円形と方形が主体となる。炉が構築される

位置は住居床のほぼ中央もしくは若千壁際にずれてくる。

中葉になると地床炉が主体となり、 この流れは後期後半まで続き、石囲炉から地床炉に移行

する事例は、赤坂A遺跡のS113(M87)と S117(No89)と の重複関係が示している。

なお、炉の構築される位置は後期前葉の傾向を踏襲している。

オ :特殊な遺構

住居跡内で確認される特殊な遺構として上げられるのが、中期では長軸線上に穿たれた 「特

殊ピット」がある。晩期の市内事例としては、赤坂B遺跡で確認された祭壇状の施設がある。

後期の遺跡である大湯環状列石や赤坂 B遺跡からは、住居壁際に川原石を 「コ字状」または数

個を平置きした施設が確認されている。設置される場所に一定の決まりを有していない。内部

に焼土が認められないこと、構築材である石に熱を帯びた形跡がないことから炉の機能を有し
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第16表 参考住居一覧

いたと考えにくく、「特殊な施設」として報告されている。

この施設を 「特殊」とする拠り所は、その出現が後期前葉に限定され、事例が極めて少ない

こと、 これに大湯環状列石では列石との関連を加えて祭祀的な要素の強い施設と考えているが、

第二の道具 (祭祀関連遺物)の出土と言った物証的な根拠に乏しい。

13)市外の後期住居の立地、形態と規模

第 16表は、比較資料として掲載した。その概要を列記する。

・平面形…… 中期末葉から後期後半にかけて、住居平面は円形 。楕円形を基調とする。

・柱配置…… ニツ丼町鳥野遺跡で確認された住居の柱配置は中期末葉～後期初頭といいな

がらも中期の柱配置を顕著に残している。後期前葉に入ると何種類かの柱配置

を経て、中葉には方形配置の主柱と壁に沿った副柱へと移行する傾向にある。

・長軸方向… 後期前葉のものは長軸方向、中葉～後葉は単軸方向を意識する。

・規 模…… 後期前葉は小型のもの1中葉～後葉は大型化する。

・炉の形態… 炉は後期前葉では石囲炉、中葉には地床炉が多くなる。

・炉の位置… 後期前葉のものは住居ほぼ中央または若千壁際に位置、中葉～後葉はほぼ中

央に位置する。

(4) rj、    結

鹿角市内で発掘調査が行われた後期遺跡、確認された後期住居跡を中心にその概要をまとめ

た。事例が極めて少なく、且つ、その事例の多くが大湯環状列石の発掘調査で得られたもので

あることから市内で確認された後期住居跡に共通する特徴と言いがたいが、後期前葉と中葉の

特徴的な事項を第 17表にまとめた。

大湯環状列石で確認された後期前葉の住居跡は、項目で上げた特徴を兼ね備えているが、一

方後期中葉の住居跡は立地以外の項目内容を満たしていない。赤坂A遺跡で確認された住居は

集落そのものを構成するものとして、大湯環状列石の住居は、祭〒E(祈 りとマツリ)を中心と
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風張 I遺跡 1号住居 (人戸市 )

小牧野遺跡 1号住居 (青森市 )
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寒沢遺跡 Slol(大 館市)

第74図 参考住居跡

―-107-一

6            ~
丹後谷地遺跡 21号住居 (人戸市)

8        :           t"

中小坂遺跡 Slll(小 坂nrD

ｄ

ｏ

（
）

．

/
ノ
!、 ,.J… F「

※実測図については

収載報告書から

V鯰総
よ  学リ ∫: は,拿穐ζhPЪ、

小牧野遺跡2号住居 (青森市)

ら○_qi
話l_f_l

げ

曲
鰈

◎
　̈
　
　
　
◎
『
　
◎
．

／
　

　

Ｃ
ピ
＼

16≪ど

鱚 、 ;

風張 I遺跡 6号住居 (八戸市)



後期初頭から前葉 後 期 中 葉

遺跡の立地 台地縁辺部に立地する。中小坂遺跡以外は前方に開けた景色が展開する

住居跡の分布範囲が狭く、ガヽ規模集落が想定される

住 居 跡

平 面 形 円形及び楕円形を基調とする 楕円形の比率が多くなる

柱 配 置 炉を囲むように対の4本柱
壁際に配置

ほぼ中央に位置する炉を囲み、方形配

置の主柱と壁際に配置された補助柱

長軸方向 長軸方向を意識 短軸方向を意識

(出入口と炉を結んだラインが長軸

方向と直交する)

模

積

規

面

直径4m未満が大半を占める やや大型となる

炉の種類 石囲炉が主体 (円形や方形) 地床炉が主体

炉の位置 床のほぼ中央または若干壁際に寄る 床のほぼ中央または若干壁際に寄る

申 壁際に石を「コ字状」に配置、数個の

石を平置した施設を有する。

出現割合は低い。

特殊施設とは言いがたいが出入口が

明確にされる。

条件を満たす

市 内 の 遺 跡

大湯環状列石

赤坂B遺跡
赤坂A遺跡

第17表 後期初頭～中葉住居の共通事項一覧

して営まれた遺跡の一端を構成する施設としての性質を反映しているものだろうか。

これまでに行われた調査によって万座環状列石北西側～西側台地縁 (Fl区・ D9区)を中

心に後期前葉～中葉の住居跡が13軒 (前葉 12棟 。中葉 1棟)、 野中堂環状列石周辺で 2軒 (前

葉 1棟 。中葉 1棟)の住居跡が確認され、いずれの地域の住居跡も 2つの環状列石とそれに続

く環状配石遺構の構築 (存続)時期と時期を同じくしている。このうち後期前葉の構築時期を

与えた住居が同時に存在したものか、時間差を持って継続されたものかは土器形式 。様式が一

様であり、 しかも重複も示しておらず変遷がはっきりとしない。

市教委では大湯環状列石で住居跡が確認されて以来、後期に入ると拠点的な集落が後退し、

集落が小規模化・分散化するという研究成果を背景に、 2つの環状列石とも配石遺構数基～十

数基で構成される12～ 13の小塊 (集落を構成する家族に対応)か ら成り立っていること、さら

に出入口施設により万座環状列石は 3～ 4つの小塊からなる大塊 (数家族が集合した集落)に

区画されること、確認された住居跡数からここで生活したであろうと思われる延人数と列石を

構成する配石墓数より推察すると片寄りが生じることから、環状列石の構築に携わってきた集

落は複数とし、列石を管理と祭祀を司る集落以外はわずかに離れた地に所在すると見解を示し

てきた (第 3図 )。 その候補となる遺跡については第 I章 2「大湯環状列石周辺の遺跡」に上

げ、その概要を記した。

現在確認されている万座環状列石の北西側 (Fl区)。 同西側 (D9区)の住居群 (集落)は
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列石を管理し、祭祀を司る集落に当るのだろうか。列石構築当初から特殊施設を持った住居跡

1軒を含む数軒で構成される小さな集落が存在したという前提のもとに推測すると、①各群で

確認された住居に重複がみられないことから、万座 。野中堂環状列石を管理し、祭祀をつかさ

どる集落が西側台地に入り込んだ沢を挟みFl区とD9区に同時存在した。②Fl区の住居群が

D9区に移行し (こ の逆もありうる)、 2つの環状列石の管理と祭祀を司る。という仮説を提示

することができる。

しかし、上記の仮説を立証していくためには、特殊住居であること、住居の構築時期、環状

列石との関連をはっきりとさせるとともに、祭祀遺跡と密接に関連する他集落の検証が必要と

なってくる。 (藤井安正)

2.ト レンチ掘り調査の利点から

特別史跡大湯環状列石では遺跡の解明が進んだこと、環境整備事業に必要な資料が得られた

ことから、第 17次調査より、それまでの面的な発掘調査から遺跡の保護を最優先としたトレン

チ掘り (溝掘り)を多用した調査へと移行した。そのため、当該年度の調査区全体の遺構 。遺

物の分布状況及び各遺構の全容についてはやや不明確さが残るものの、反面、遺構確認面・構

築時期、遺構の堆積状況等の遺構精査に必要な残存する資料が増加したことから、面的な調査

と比較し、遺構構築面がより明確になる等の情報が得やすい利点を生んでいる。

本調査区でも、 この利点から多数の情報を得ることができ、本項では成果の一つといえる、

G4区検出第 1号竪穴住居跡の堆積土状況についての考察を述べたい。

3.G4区検出第 1号竪穴住居跡の堆積状況について (第75図 )

本竪穴住居跡は、人為的に埋められた遺構であり、残存する堆積土状況から本住居跡の埋土

方法をつかむことができた。以下各段階ごとに記述する。

第 I段階

第 1段階は、住居の大半が埋められるが、特に壁が崩壊しないように、先に壁際が重点的に

埋められている。覆土は、住居の中央部付近では、薄くなっており:破棄され床面に散乱した

た炉の石や 「コ」の字状施設の石が見えなくなる程度の厚さで終えられる。

第Ⅱ段階

第Ⅱ段階は、「コ」の字状施設を保護するかのように、施設部付近を住居が掘られた面まで

先に埋められる。また、第 I段階で埋め残されていた壁部がこの段階で全て埋められ、住居と

しての形態はほぼ無くなる。

この第Ⅱ段階で特に注目されることは、埋土に混入している完形復元土器の出土状況である。
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